
Ⅰ　はじめに（研究の動機）

筆者は 2020 年度まで京都市内の教育系学部

で小学校教員免許取得を目指す学生を対象に

「音楽演習Ⅱ < 児 >」という科目を担当して

いた。この科目の主な目的は文部科学省が学習

指導要領で定めている小学校歌唱共通教材 24

曲、および楽典の知識を習得することであり、

例年は筆者が各々の曲について解説を行ったの

ちに歌唱練習を行う形で進めていた。しかしな

がら、2020 年前期は新型コロナウィルス感染

拡大防止のため課題提示形式での授業開始と

なったことを受け、教材研究を一つの課題とし

て設定した。だが、実際に提出されたものの多

くは、インターネットなどで得た情報をそのま

ま記載したもので、学生が「自分が実際に児童

に指導するとしたら」という視点が希薄である

という問題点が見いだされた。そこで筆者は、

提出課題の一部に散見された「虫嫌いの児童へ

の教育的配慮」という事項に注目し、当該学生

に再度質問を投げかけることで、彼らのより深

い思考を導き出そうと試みた。

なお先行研究として、子どもたちの虫嫌い

についての研究は日高俊一郎（2005）1）、加用・

中本（2007）2）など、また、教員養成課程（あ

るいは保育士養成課程）における学生自身の虫

嫌いについては木村・野崎（2016）3）、田川ら

（2018）4）、さらに学生への教材研究課題の指

導についての研究は従来から多くの研究者に

よってなされている 5）が、本研究は、あくま

で「虫嫌いの児童への教育的配慮」をキーワー

ドとして学生の教材観が深まるプロセスを探る

ものである。

〈実践論文〉

“イマドキ”学生の教材観を深めるプロセス
～唱歌『虫のこえ』の教材研究を通して～

A Process to deepen the Design of Teaching Material in University Students Nowadays

－ A Case Study about the Children’s Song ‘Mushi no Koe（The Sound of Insects）’－

関西福祉大学　阿部　真子＊１

要約：『虫のこえ』は文部科学省の小学校学習指導要領において 2 年生に指導すべき歌
唱共通教材として明記されている文部省唱歌である。筆者が小学校教員を志望する学生
に課したこの曲についての教材研究を通して、現代の“イマドキ”学生の教材観はイン
ターネットなどで容易に得られる情報に作用されやすく、圧倒的に学生自身の想像力が
欠如しているという特徴が見えてきた。しかし、筆者が彼らに実体験を反映しやすいキー
ワードを用いて問いかけることで、学生たちは教材について再度熟考した上で、自分の
言葉としてアウトプットする能力を秘めていることが分かった。本研究は教員養成課程
に所属する教員として、学生を指導する上で考慮すべき重要な視点を見出すための一つ
の実践報告である。
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Ⅱ　問題の所在

1．教材研究課題『虫のこえ』設定の理由

　前述のとおり、この教材研究の課題はコロナ

禍で本来、対面で歌唱指導をすべき授業が行え

なかった折に、筆者が苦肉の策として提示した

ものであるが、『虫のこえ』を研究課題として

設定した理由は以下の 3 点による。

1 ．この曲は文部科学省の小学校学習指導要

領において 2 年生に指導すべき歌唱共通教

材として明記されている文部省唱歌であ

り、小学校教員を目指すものには必修の楽

曲であること 6）。

2 ．当該学生たちは 1 年生後期の「音楽演習

Ⅰ」において、この曲を弾き歌い課題とし

て練習しており、ほぼ全員にとって既知の

曲であるということ。

3 ．虫の音が聞こえる秋の夜の情景を歌った

ものであり、音楽の授業としても歌唱のみ

ならず器楽的な活動への応用が容易であ

り、また他の教科との関連付けがしやすい

教材であること。

2．課題の概要

　本来、教科教育法など教職に関する科目が未

修の状態で、今までに小学校で児童たちと触れ

合った機会も数えるほどしかない 2 年生に、い

きなり実際の授業計画に基づく教材研究を求め

るのは無謀である。そのことを考慮し、課題は

筆者による説明動画での形で提示し、筆者自身

が「教材研究」について、具体例を挙げながら

かなり細かく説明を行うことにした。以下にそ

の概要を示す。

対象学生：「音楽演習Ⅱ < 児 >」受講生（児童

教育学科児童コース 2 年生）

期間：2020/4/21 19:00 ～ 2020/5/1 23:59

課題の提示方法：必修の楽典プリントの補足動

画の最後に、以下の内容を口頭で説明。

課題の作成方法：自由記述のレポート形式で作

成（参考資料などを明記すること）とした。

　課題「自分が『虫のこえ』を教材として授業

すると仮定して、授業準備・教材研究をする」

　なお、筆者が「教材研究」において参考にす

るべき内容として例示したのは以下の項目であ

る。ただし、課題提出にそれらのうち何項目を

取り上げるかについては指定していない。

・『虫のこえ』は何年生の歌唱共通教材である

か。

・小学校の場合、その学年で習う内容以上の漢

字は使えないことを留意すること。

・もちろん、その学年で音楽以外の教科でどの

ようなことを習うのかも知る必要がある。

・この曲の簡単な楽曲説明ができるか（調性は

何調で、拍子は何分の何拍子など）

・歌詞を子どもたちに説明できるか。季節はい

つか。

・例えば、出てくる虫のこえは実際にはどんな

音なのか、動画を見せようと思うのならば、

そのＵＲＬを挙げること。

・さらに自分がその教材を他の教科と連携させ

るとしたら、どのような連携の仕方ができる

かを考えること。

・（他教科連携の一例として） 実際、2 年生の

場合は理科ではなく、生活科ということにな

るが、外で虫を探してみるなどという理科的

な活動に結び付けることは可能である。

・鈴虫の音の出る原理の解説、さらにそれに近

い音の作り方、マツムシっぽい音なら…など

と調べてみるのも面白い。

・例えば、理科的なことに結び付けてみようと

いう人は、どういうところを探したら実際に

虫がいるのかなどを調べてもよい。

・例えば、これを図工に結び付けて虫のこえっ

ぽい音の出る楽器を作るための材料や作り方

を調べてもよい。

・もしくは、音楽科で発展させて『虫のこえ』

を歌うだけではなく、合奏に発展させるには、
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この虫はこういう楽器で、こういうリズムで

合奏するといいという楽譜を探すなり、自分

で作るなり…音楽の創作活動に充てることも

可能。

・『虫のこえ』で 3 時間程度の授業をするとし

て、1 時間目は音楽の授業で普通に歌うとし

た場合、あとの 2 時間をどうするか。最終的

に音楽から離れてもいいので、教材研究を通

じていろんなところに自分なりの興味を膨ら

ませて、できる限り楽しく調べること。

・必ずしも実際の指導計画や指導案を作成する

必要はない。

・文字数に特に制限は設けない。自分なりに納

得できるところまで調べること。

3．提出された「教材研究」の問題点

　期日に提出された課題は 59 人分で、その内

容は曲の簡単な紹介と歌詞のみを提示した数百

字程度のものから、歌詞に出てくる 5 種類の虫

についてその生態や鳴き方（音が出る仕組み）、

さらには授業に応用するときのシミュレーショ

ンや配布プリントの試作を添付した A4 用紙数

ページに渡る力作まで多岐に及んだ。

　ここで、今回、これらの課題に見られた傾向

の中から、筆者が特に気になった問題点を 4 つ

示す。

　1 点目は、ほとんどの学生が課題提示時にヒ

ントとして与えられた語句のうち、いくつかを

選択してその内容をざっと調べただけにとどま

り、彼ら自身の独創性が認められるところまで

発展させて調べているものが非常に少なく、「内

容を言葉レベルで表面的に調べただけでとど

まっている」点である。

　この点について一つ具体例を挙げる。「この

楽曲を使って器楽合奏を行う」と明記した学生

（25 名）のうち、具体的な楽器名まで調べた

のは 10 人のみであり、残りの 15 人の学生は「学

校にある楽器の中から、虫のこえに似ている楽

器を探す」などの漠然とした記述のみで終わっ

てしまっている。さらに、虫ごとの楽器名を挙

げた 10 人の中でも、それぞれの楽器がどのよ

うな音なのかを実際に聴いてみたり、その正し

い持ち方や鳴らし方といった奏法について調べ

てみたりというところまで研究を進めた学生は

3 人と激減してしまう。もちろん彼らの中には、

それらの小打楽器についてもともと音のイメー

ジや奏法の知識を持っているから、今さら調べ

て書くまでもないという学生もいるかもしれな

い。しかし、筆者が後日、本人に直接確認した

一人の男子学生は「ウマオイ = ギロ」と明示

していたが、「ギロという楽器の存在自体をイ

ンターネットで今回初めて知った。持ち方など

までは調べていない」と回答している。

　次の問題は、「“子ども自身”という言葉を多

用して、調べるべき内容に踏み込めていない」

学生が散見される点である。例えば「子どもた

ちが自ら、曲に出てくる虫を図書館の昆虫図鑑

で調べる」などと記述した学生の中に、実際、

子どもたち自身が調べるべき事項を自ら調べた

学生は皆無であった。

　「子どもたち自身が決める」「子どもたち自

身に調べさせる」という言葉は便利だが、教員

側がその事象についての知識を持っていなけれ

ば授業は成立しない。むしろ、子どもたちがど

のような結論を導き出しても対応できるよう、

様々な方向に想像力を巡らせてあらゆる可能性

について調べておくなど、通常の授業準備以上

の知識量が必要となる。その事実に気づいてい

ない学生が多いことは憂慮すべき事態である。

　そして 3 点目が「“児童（子ども）の発達段

階に応じて指導すべき課題が異なる”という“当

たり前”の前提を全く考慮していない」学生が

多く見られる点である。

　例えば「虫のこえを模した手づくり楽器を作

る」という活動を音楽と図工との連携として取

り上げた学生が「楽器の作成例」として紹介し
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たのは、保育士向けのホームページに掲載され

ている乳幼児を対象にした楽器の数々であっ

た 7）。乳幼児と小学校 2 年生の発達段階は全く

異なっており、活動のめあてが同じであるはず

はない。そのことに学生が全く疑問を抱かずに、

課題にそのまま記載してしまうという事実は筆

者にとって衝撃的ともいえる大きな問題であっ

た。

　以上 3 つの問題点は、学生たちが「教材研究」

という課題に対して「その教材について様々な

方向から調べ、多くの素材を集めてから授業の

作り方を考える」のではなく「まずその教材で

どんな授業ができるかを考えて（調べて）から、

その内容を埋めていく」という順序で行われて

いることを意味している。つまり、教員のねら

い通りに授業が進んだ時の内容しか書かれてお

らず、子どもたちの反応など想定外の出来事に

対する想像力が圧倒的に欠如していることを示

していると言える。

　さらに包括的な問題として、彼らの多くが今

回の課題に取り組むにあたって、インターネッ

トなどで手軽に集められる情報を「そのまま」

記載してしまっている例が多くみられることが

あげられる。それは、少なからぬ数の学生がほ

とんど同じ内容・文言のレポートを提出してい

ることからも明らかである。もちろん、学部 2

年生のレポートに独創性を求めるのは難しい。

しかし、彼らが記述した文言に、それが彼らの

本当の気持ちを表しているのではなく、表面的

な知識を並べているのではないかと思われる表

現がいくつか散見されたことが非常に気になっ

た。

　それらの中で筆者が最も気になったものは

「虫が嫌いな（苦手な）児童に配慮し、本物の

虫の動画や写真ではなく、イラストを使用する」

と明記した学生が複数いたことである。少なく

とも筆者が小学生だった昭和後期には小学校で

このような配慮がなされていた記憶はない。こ

れは“イマドキ”の教育現場では当たり前の認

識なのであろうか。それとも、これは理科や生

活科ではなく、“音楽の”授業だから起こりう

る事象なのか。そもそも、この“配慮”はどう

いう経緯で生まれたものなのだろうか。そして、

“イマドキ”の学生の多くは本当にそれが必要

だと感じるのだろうか。

　そこで、筆者はその事象をキーワードに据え

て、再度、学生に問いかけることで、彼らの本

心に少しでも迫ることができるのではないかと

考え、実践することにした。

Ⅲ　「虫が嫌いな子どもへの配慮」が生まれて

きた社会的背景の考察

1．「虫が嫌いな子どもへの配慮」の一例

ここでまず、彼らが課題内で提示した「虫が

嫌いな子どもへの配慮」は現代の教育現場で実

際に必要とされているのかどうかの考察を行

う。

ここに面白い事実がある。ある会社が「表紙

の写真を子どもが気持ち悪がっている」という

教師や親からのクレームなどの原因で、昆虫

のアップ写真を表紙に使用したノート商品を

2012年に全面生産中止しているのだ 8）。これは、

上述した「教育的配慮」を如実に示していると

いえよう。

虫が嫌いな子どもは、以前からある一定数存

在していたはずである。そこに「教育的配慮」

が盛り込まれるに至った背景には何があるの

か。ここでは、それらが社会的な問題となった

時期と原因を、いくつかのトピックを挙げて考

察する。

2 ．「虫嫌い」の増加について

　まず、そもそもフランツ・カフカの小説『変身』

（1915）に見られるように、虫に対して何らか

の生理的な嫌悪感を抱くことは、時代や地域を

問わずありがちな現象であったはずである。日

教育実践方法学研究



本でも平安後期の『堤中納言物語』の『蟲愛づ

る姫君』において「よろづの虫の、恐ろしげな

るを取り集めて、「これが、ならむさまを見む」

とて、さまざまなる籠箱どもに入れさせたま

ふ。」と毛虫をかわいがる姫が変わり者として

描かれている。しかし、一方で「蝶よ花よ」と

いう言葉に表されるように一部の昆虫は「美し

いもの」の代名詞として扱われてきた事実があ

る。また、もしも昔から虫全体を嫌悪する風潮

があったならば、今回の課題である『虫のこえ』

に表されているような虫の音を愛でる習慣も生

まれるはずがない。やはり現代の「虫嫌い」は、

古来のそれとは異なっており、虫全体を嫌悪す

る人口が増えていると考えるのが自然である。

　このような「虫嫌い」が増えてきた要因につ

いて、近年、様々な研究者によって指摘されて

いるが、その確固たる証明はいまだなされてい

ない。ただ、やはり自然界において虫が減少し

ていることがその大きな一因を担っていること

は間違いないであろう。虫の減少については、

2019 年 2 月のイギリス BBC 放送が伝えたよう

に全世界的に起こっている現象である 9）。一方

で地球温暖化に伴い害虫が増えているという報

告もある 10）ことを考えると「虫＝好ましくな

いもの」という図式が多くの人々にとっての共

通認識になりつつあり、「虫全体」に対する嫌

悪感が増す一因となっていると考えられる。

　子どもが虫を嫌いになる原因について、日高

（2005）は「虫の好き嫌いは親の影響を受ける」

「イメージする特定の虫が虫の好き嫌い全体に

影響を及ぼす」「人は生活に侵入する虫は嫌い

であり、そうでない虫は好きである」と述べて

いる 11）。これは前述の「虫全体が減っている

中で害虫が増えている」という事実と非常に密

接に結びついているといえる。次章にまとめた

学生へのアンケートにも「親が虫嫌いだったの

で」や「急に飛んで来るなど予期せぬ動きをす

る」などという回答があるが、それはこの日高

の論述を裏付けるものといえるであろう。なお

「虫嫌い」についての研究が CiNii 上で急増す

るのは 2004 年からであり、前述のノート会社

へのクレームが増加した時期と一致している。

3．保護者の要望の激化

次に「保護者等の要望の激化」の問題である。

これについても様々な研究がなされている。例

えば小野田正利はその著書の中で「学校におけ

る無理難題要求（イチャモン）の急増」の原因

として「政治と社会の問題」「教育特有の問題」

の 2 つに分けて説明を行っている 12）。彼が「教

育特有の問題」として挙げている一つの要因「少

子化の問題」は保護者からの「教育的配慮の要

求」と無関係ではないだろう。それに加えて、

筆者は小野田が挙げている「政治と社会の問題」

としての「消費者としての権利が必要以上に強

調」される風潮も「教育的配慮」の大きな要因

の一つではないかと考えている。

1995 年の PL 法、2006 年の会社法、2008 年

の日本版 SOX 法など一連の法律の制定に伴い、

一般社会において企業の責任が厳しく問われる

ようになり、社会全体でリスクマネジメントの

必要性が声高に叫ばれるようになった。学校現

場における保護者対応が難しくなってきたの

も、ちょうど同じような時期である。前述の小

野田が保護者のクレームを「無理難題要求＜イ

チャモン＞」と名付けた研究発表を始めたのが

2006 年、現代では当たり前に使われるように

なった「モンスターペアレント」という言葉の

CiNii 論文検索での初出は 2007 年。第一次安倍

内閣の下に設置された教育再生会議の第二次報

告に「学校の危機管理体制の整備、学校問題解

決支援チームの創設」が明記されたのが 2007

年。トピックをざっと概観するだけでも学校に

おける危機管理意識が一気に高まっていること

がわかる。この流れを考慮すると「教育的配慮」

という名のもとに少しでもリスクのありそうな
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事項を回避する風潮が表れてきたと考えるのが

自然だろう。

　このように概観すると、虫嫌いが増加する時

期と、保護者等の要望の激化が社会問題になっ

た時期とは見事に重なっていることがわかる。

このような社会的な背景から「虫を嫌いな子ど

もたちのために写真ではなくイラストで対応す

る」という「教育的配慮」が生まれてきたと考

えても不思議はないだろう。そして、今回の調

査対象学生たちの多くは 2000 年生まれである。

学校現場でのリスクマネジメントの必要性が

重要視された 2007 年は、まさに彼らが小学校

に入学した時期である。彼ら自身が意識してい

たかどうかは定かではないが「保護者からのク

レーム対応に苦慮する小学校」を目の当たりに

してきた世代と言える。彼らが「虫の嫌いな子

どもたちへの配慮」を何の疑問もなく受け入れ

たのは、そのような周囲の環境の影響が強く影

響していると考えられる。

4．合理的配慮と教育的配慮との混同

　2016 年 4 月の「障害を理由とする差別の解

消の推進に関する法律」施行に伴い、学校教育

においても、障害のある児童生徒等の性別、年

齢及び障害の状態に応じて、社会的障壁の除去

の実施について、必要かつ合理的な配慮が求

められることになった 13）。この「合理的配慮」

はあくまで障害を持つ子どもたちが他の子ども

と平等に教育を受ける権利を享有・行使するこ

とを確保するために行われるものである。しか

し、障害の有無に関わらず、児童の「苦手意識」

や「困り感」を軽減するという行為が、「配慮」

という名のもとに混同されている可能性は否定

できない。

5．教育現場に持ち込まれる市場原理

　さらに挙げると、この現象には現代社会にお

いて、教育が市場原理に一部取り込まれてし

まっているという問題が関わっているのではな

いかと筆者は考える。教育も社会サービスの一

環であるという「教育の商品化」現象は「クラ

スの誰もが嫌な思いをしない」ことをよしとす

る風潮を生み出しているのではないだろうか。

章初めに挙げた昆虫ノートの件はその際たる例

であるが、もう一例を挙げる。昆虫をモチーフ

とする子供服を販売する、あるアパレルブラン

ドが「昆虫から生きる力を学んでもらうことや、

自然の重要性を親子で再認識してもらう」ため

に、あえて「リアルな昆虫を使わずに、昆虫嫌

いでも可愛いと思えるデザイン」を採用してい

ることを発表している 14）。もちろん、彼らの

主張が間違っていると決めつけるわけにはいか

ない。しかし、そこにはあくまで「昆虫をモチー

フとした商品が（その主な購買層である親世代

に）売れるかどうか」という市場原理が大きく

作用しており、その考え方をそのまま、実際の

教育現場に持ち込んでしまうことには大きな問

題があるだろう。

Ⅳ　虫の好き嫌いについてのアンケート

1．実施理由　

2 章の教材研究課題を通して「虫が嫌いな児

童への配慮」を必要だと考えている学生の存在

が明らかになった。そこで、筆者は当該学生に

新たにアンケートを取り直し、この“配慮”に

ついての学生たちの本音を探ることにした。

なお、本論の中で使用する「虫」はいわゆる

「生物分類上における昆虫」のみではなく、「蜘

蛛」や「ダンゴムシ」なども含んだ「一般的に

虫と言われている生物」すべてを指している。

2．概要

対象学生：前項と同じ、「音楽演習Ⅱ < 児 >」

受講生

課題の提示方法：前項と同じように、必修の動

画の最後に以下の内容を口頭で説明。
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回答方法：設問 1 ～ 4 は示された番号を選択し、

5，6 については自由記述とした。

＜提示したアンケートの内容＞

1 ．あなたが小学校 2 年生の児童に『虫のこえ』

の授業をするうえで、出てくる虫の説明をす

るとき、次のどちらを使用しますか？　

①　本物の虫、あるいはその動画・写真　②　

虫のイラスト

2 ．1 でイラストと答えた場合、次のどちらの

イラストを使用しますか？

①　かわいらしくアニメふうに描かれたイラ

スト　②　図鑑のような精密なイラスト

3 ．現在のあなたの虫に対しての感覚は、次の

うちのどれに当てはまりますか？

①　好き・得意　②　嫌い・苦手　③　どち

らでもない

4 ．以前（子どものころ）のあなたの虫に対し

ての感覚は？

①　好き・得意だった　②　嫌い・苦手だっ

た　③　どちらでもなかった

5 ．4 で「子どものころ虫が好き・得意だった」

のに、「現在は嫌い・苦手」な人のうち、い

つ頃「嫌い・苦手」になったか具体的に分か

れば、その時期と理由を書いて下さい。

6 ．設問 1 で写真またはイラストを使用すべき

だと考えた理由を 300 字以上で述べて下さ

い。

3．結果　

　アンケートに答えた学生は 55 人。その結果

は次のとおりである。

①　授業で虫の説明に使う媒体について（fig. 1）

7 割以上の学生がイラストではなく本物の虫

あるいは動画や写真を使用すべきであると考え

ているが、3 割近い学生がイラストを使用すべ

きと答えている。さらに細かく言えば、全回答

者の 40％に当たる 22 人が、写真や動画ではな

く本物の虫が最良（無理ならば動画や写真）と

考えている。

ここで、本物（動画・写真）を使用すべきと

回答した学生が挙げている理由をまとめてお

く。

なお、学生は「本物の生きている虫」も「本

物の虫を使った動画や写真」も「本物」として

解答している場合がある。そのため、本論では

これより先は、文脈に応じて「生きている虫」

=「本物」、「本物の虫を使った動画や写真」=「ホ

ンモノ」と表記することにする。

【本物の虫・動画や写真を使用すべき理由】

・イラストでは本当の色・形・質感や、昆虫の

体のつくりが正しく理解できない。

・普段、身の回りにいる“虫”（この場合、蟻

や蚊・ゴキブリといった“昆虫”だけでなく、

蜘蛛やダンゴムシも含める）に比べて、曲中

に出てくる虫は探さないと見つからない虫な

ので、授業で正しい画像等を示さないと正し

い知識が得られない。

・自分自身が虫嫌いで知識がなかったため、こ

れらの虫の区別がわからなかった。（黒い小

さな虫が全部ゴキブリのように見えてしまう

ので、しっかりわかるためにもホンモノを見

るべき）

・自分自身が「よく知らないから」「得体がし

れないから」という漠然とした理由で「虫が

嫌い・苦手」と思っていたが、今回調べてみ

ると意外と（見た目が）大丈夫な虫や、格好

いいと思う虫がいた。子どもたちにはしっか

り実物を見てほしい。

・自分自身の経験上、自分で実物を育てたり、

調べたりしたもののほうが印象に残ってい

る。

・子どもたちが「虫を好きか嫌いか」は別とし

て、生き物である虫との共存は避けられない

ものだ。慣れておく必要がある。

・子どもたちが好奇心をもって深く学べるチャ

ンスを「苦手かもしれないから」という先入
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観で奪ってしまうのはよくないし、もったい

ないと思う。

【本物の虫が最良だとする学生の意見】

・飛ぶ・鳴くという行動が伴うことで、虫が生

き物であるという感覚、人間が虫と共存して

いるという理解に結びつく。

【本物の虫ではなく写真や動画を使用するほう

がよいと答えた学生の意見】

・音の出る原理を説明するには写真や説明動画

などを使ったほうが分かりやすい。

・タイミングよく鳴いてくれるわけではない。

・虫が予想外の動きをした場合、自分自身が虫

嫌いなので捕まえられず、クラスがパニック

になる可能性がある。

・写真だと動き出さないという安心感で、虫が

苦手な子どもたちでも見ることができる。

②　イラストを使う場合（fig. 2） 

　次に、イラストを使用すべきと回答した学生

について、そのおよそ 7 割の学生が精密なイラ

ストを使用すると答えているのに対し、アニメ

的なかわいらしいイラストを支持した学生は 5

人で、全アンケート対象者のおよそ 1 割を占め

ている。

　ここで、イラストを使用すべきと回答した学

生が挙げている理由をまとめておく。

【イラストを使用する理由】

・本物の虫や動画・写真を見せると苦手意識が

強まる恐れがある。

・ただの虫嫌いではなく恐怖症かもしれない。

・それで理科や生物が嫌いにならないように。

・苦手意識を持つと学習意欲が低下するかも。

・嫌いな子の気持ちが安らぎ、音楽の授業に集

中できる。理科とは目的が違うので。

【精密なイラストを使用する理由】

・アニメのイラストでは特徴がつかみにくく、

虫の区別がつかない。

・かわいいイラストでは、あまりにイメージが

違いすぎて、ホンモノを見た時にそのギャッ

プでますます嫌になりそう。

【アニメふうなイラストを使用する理由】

・かわいいイラストで親近感を得てくれればい

い。

・まずはアニメふうなイラストでイメージを

もって、興味がわけば徐々に写真などを見せ

る。

・表情があるイラストのほうが、自分と同じ生

き物だという意識が持てる。

③　学生自身の虫に対する好き嫌い、そしてそ

の変化について

現在、虫が「得意・好き」と答えた学生は全

体の 20％にすぎず、64％の学生が「苦手・嫌い」

と回答している（fig. 3 ）。ここで興味深いのは、

子どものころからずっと嫌いだった学生は逆に

全体の 20％にすぎず、8 割の学生は子どものこ

ろにはそれほど虫に嫌悪感を抱いていなかった

ばかりか、過半数の学生が「虫を得意・好きだっ

た」と回答していることである（fig. 4 ）。　

現在と過去とで虫に対する感情に変化があっ

fig.1　授業で虫の説明に使う媒体

fig.2　イラストを使う場合
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たのは、全体の 65％に相当する 36 人であり、

そのうち 78％にも及ぶ 28 人が「好き」あるい

は「どちらでもない」から「嫌い」という否定

的な変化をしている。次に多かったのは「好き」

あるいは「嫌い」から「どちらでもない」に変

化した 5 人であるが、これは成長して虫に興味

がなくなったととらえるのが妥当であろう。興

味深いのは「嫌い」あるいは「どちらでもない」

から「好き」に肯定的な変化をした学生が 3 人

もいることである。特に「嫌い」から「好き」

に変化した 1 人の女子学生は「昔はなんだか怖

かったのだけれど、よく見ると虫の洗練された

デザインがかっこいいなと思うようになった」

と回答した（fig. 5 ）。

では、好きだった虫を嫌いになるのはいつ頃、

どんな理由によるものなのか。前項の否定的な

変化をした 28 人の学生のうち、嫌いになった

時期がだいたいわかっているものは 19 人。そ

の内訳を fig. 6 で示す。

これによると、ほぼ 9 割の学生が小学生の間

に虫を嫌いになっている。最も多かったのは小

学校 5 年生（3 人）であった。「いつ嫌いになっ

たかは覚えていないが、低学年のころまでは蝉

を捕まえに虫かごをもって走り回っていた。」

という回答もあり、小学校中学年から高学年に

かけて虫に対する意識が変化している学生が最

も多かった。

さらに、嫌いになった理由について尋ねた結

果が次のグラフである（fig. 7 ）。1 位（8 人）の「慣

れ」は「虫取りなどで遊ばなくなったら、いつ

の間にか触れなくなっていた」や「高校で通学

が自動車での送迎になったあたりから気持ち悪

いと思うようになった」など、虫との「物理的

fig.３　現在、虫が好きですか？

fig.４．以前（子どものころ）虫が好きでしたか？

fig.５　現在と過去の比較

fig.７　虫を嫌いになった理由

fig.６　虫が嫌い・苦手になった時期
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な距離」が原因とみられるものである。次に多

かったのは「親が虫嫌いで家に持って帰ると怒

られた」「親が虫を見て叫んでいたり、虫を触っ

た後は手を洗わされていたりしたので、虫は汚

いものだというイメージが付いたのかも」「テ

レビで芸能人がタランチュラを怖がっている様

子を見て、蜘蛛が怖くなった」「幼稚園の時、

肩に毛虫が落ちて、痛くて泣いている友だちを

見たから」など「他の人の影響」を挙げた 6 人。

そして「小 3 の理科でアゲハチョウを育てて気

持ち悪くなった」「トノサマバッタを近くで観

察して」「給食前の虫の観察で給食が食べられ

なかった」などの「観察がきっかけ」という 4

人、「ダンゴムシの赤ちゃんを知らずに潰して

しまった。自分の手のひらで生命が消されたこ

とへの恐怖を感じた」「小 6 の時に幼稚園の子

が虫を潰しているのを見て」という「死んでし

まった虫への恐怖」（2 人）、「急に飛んで来る

など予期せぬ動きをするのでびっくりする（遠

くに止まっている虫は平気）」（2 人）などの

理由が挙げられた。

④　学生自身の「虫の好き嫌い」と授業で使用

する素材の選択の相関関係

　では、学生自身の「虫の好き嫌い」は前項の

「授業で使用する素材の選択」と何らかの関係

性があるのだろうか。

　次に示したグラフは、「現在の虫の好き嫌い」

ごとに、選択素材の割合の違いを示したもので

ある。それぞれのグラフには、彼らの「以前

の虫の好き嫌い」の割合も同時に示してある

（fig. 8 ～ 10）。

　これを見ると、やはり現在「虫が好き」ある

いは「どちらでもない」と答えた学生は「本物

の虫（動画・写真）」を選択する割合が多いこ

とがわかる。なお、「虫が好き」グループで唯

一の「イラストを使用する」と回答した学生の

理由は「虫の鳴く原理をわかりやすく説明する

ために虫の内部や断面図を見せるため」であり、

虫が嫌いな子どもへの配慮とは考えにくい。

　やはり、自身が「虫が嫌い」と答えた学生ほど、

授業でホンモノの虫素材を使用することに抵抗

を感じていることは自明である。しかし、ここ

で興味深いのは、現在「虫が嫌い」と答えてい

る学生も 6 割を超える者が「本物の虫（動画・

写真）」を選択しており、その中でも、過去は

「虫が好きだった」あるいは「嫌いだった」学

生のほぼ 7 割が「本物の虫（動画・写真）」と

答えている点である。彼らの自由記述に見られ

fig.８　現在、虫が好きな学生の素材選択

fig.９　現在虫が嫌いな学生の素材選択

fig.10　�現在、虫について「どちらでもない」学生の
素材選択
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る「ホンモノを見せるべき」理由の多くが「自

分はよく考えるとこれといった理由もなく虫を

嫌いになってしまったが、『虫のこえ』を歌う

2 年生のころは平気だったはずなので」や「先

生の言葉かけや授業の進め方によって、恐怖心

や嫌悪感を持たずに虫の写真を見られるかもし

れない」、あるいは「この曲をきっかけに虫に

興味を持てるかもしれない子どももいるはずな

ので」などである。確かに、前項の「虫を嫌い

になった時期」の調査で小学校 2 年生時点では

虫嫌いではなかった学生が大半であることを考

慮すると、彼らの感覚はある程度、的確だと言

えよう。　　

　このようにアンケートの結果を概観したとこ

ろ、多くの学生が自身の虫に対する感情とは関

係なく「ホンモノの虫」を使うことに肯定的で

あることが分かった。また、かわいらしいイラ

ストを使用すると答えた学生も「まずはイラス

トで慣れたら写真等を使用する」などと段階的

によりホンモノへ指導を進めていくことを想定

していることを考慮すると、ほとんどすべての

学生が「いずれはホンモノの虫を使って指導す

ることが必要」という思考を持っているといえ

るだろう。

　

Ⅴ　終わりに

　ここまで学部 2 年生の教材研究課題をもと

に、彼らの教材観を探り、さらに追加のアンケー

トを実践することで彼らの思考がどのように変

化するかを見てきた。

　実は、筆者は初め、1 回目の教材研究の結果

から、「音楽の授業なのだから、虫については

詳しく知らなくても、子どもたちが楽しく活動

できれば構わない」と回答する学生が多いので

はないかと予想していた。しかし実際の結果は

前述のとおり「ホンモノを知るべき」という学

生が圧倒的に多く、さらには児童に相対する際

の具体的なイメージを持ち、そのイメージに合

うように自分なりに複数の指導パターンを考え

ることができた学生が多かったのが印象的で

あった。これは、2 章の「教材研究」の問題点

として挙げた「子どもの実際の姿を想像できて

いない」表面的な解答よりも、内容が深まって

いることを意味している。

　ではこの変化はどこから生まれたのだろう

か。何人かの学生にその理由を聞くと、「教材

研究の時はあまり深く考えていなかったけど、

先生から言われて、自分が 2 年生の時を思い出

した」や「そういえば、クラスに虫が嫌いな子

がいたな。その時、担任の先生どうしてたかなっ

て想像した」などという答えが返ってきた。初

めの「教材研究」というあまりに広いテーマか

ら「小学 2 年生にホンモノの虫を見せるかどう

か」というテーマに範囲が狭まったことで、具

体的なイメージを想起しやすくなったのであろ

う。そして、さらに別の意見として挙がったの

が、ちょうど同時期の 2 年生前期に「生活科概

論」の授業で「虫を捕まえる」などの課題を並

行して行っていたために「（音楽演習の課題と、

生活科概論の課題で）実際に虫に触れる機会が

多くて、初めはすごく嫌だと思っていたけれど、

だんだん嫌悪感が薄れてきた」というもので

あった。自分たちが実際に虫の画像等を使って

研究をしてみた体験が「子どもたちも（自分た

ちと同じように）初めはちょっと嫌でも、面白

く感じるようになってくれるかもしれない」「虫

が嫌いってこういう感じか…じゃあ、初めにイ

ラストも用意しておいて、まずは本物の虫（あ

るいは動画・写真）を見せてそれでどうしても

無理なら、その時は個別対応をするなど、工夫

すれば子どもたちに対処できるな」などと彼ら

の想像力を働きやすくしたと考えらえる。

　研究当初、彼らの教材研究に見えてきたのは

「表面的に課題をこなしてしまう」2 年生の姿

と、彼らの「圧倒的な想像力の乏しさ」であった。

しかし、その後の筆者と学生のやり取りや、追
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加で行ったアンケートの結果を通して、彼らが

持っている「物事を深く考える姿勢の一部」を

垣間見ることができた。

　このことから推察できることは、“イマドキ”

の学生には多くの「生の体験」が不可欠であり、

その体験をゆっくりと熟考し、自分の言葉とし

てアウトプットする場が与えられ、さらに、そ

こに的確なアドヴァイスを受けられる環境が伴

えば、深い思考力や想像力といった、各々の学

生が持つ潜在的な能力を引き出すことが可能な

のではないかということである。

　もちろん上に述べたことは、今は筆者の推察

の域を出ない。学生の能力を最大限に引き出す

ための教員側の働きかけについては、まだまだ

実践的な試みが必要となろう。
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Abstract

A Process to deepen the Design of Teaching Material 
in University Students Nowadays

－ A Case Study about the Children’s Song ‘Mushi no Koe（The Sound of Insects）’－

Kansai University of Social Welfare　Shinko ABE

　Mushi no Koe （The Sound of Insects） is a Japanese Ministry of Education song that 
is specified in the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology’s 
Guidelines for the Course of Study for Elementary School as a common teaching 
material for singing to be taught to second graders. Through this research on 
teaching materials for this song to students who wish to become elementary school 
teachers, I have found that today’s “modern” students’ view of teaching materials is 
easily influenced by information easily available on the Internet, etc., and that they 
overwhelmingly lack their own imagination. However, by asking them with keywords 
that better reflect their experiences, I found that students have the ability to rethink 
the material and then output it as their own words. This study is a practical report to 
find out the important viewpoints to consider when teaching students as teachers who 
train teachers in universities.

Key words：‌�Music Education, Songs authorized by the Ministry of Education 
　　　　 　 ‌�‘Mushi no Koe（The Sound of Insects）’, Design of Teaching Materia, 

Entomophobia
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